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令和５年１１月 文教企業委員会行政報告資料 

経 営 総 務 部 

水道料金及び下水道使用料の改定素案について 

１ 料金改定の必要性 

本市の上下水道事業を取り巻く環境は，節水型社会の更なる進行や給水人口の減少に伴う水道料金収入及び下水道使用料収入（以下「料金収入」と

いいます。）の減少，老朽施設の増加，自然災害の頻発化・激甚化など厳しさを増しています。 

 こうした厳しい環境の中，本年９月に公表した呉市上下水道ビジョン２０２４～２０３３（以下「呉市上下水道ビジョン」といいます。）の素案で

は，「次世代につなぐ 信頼ある上下水道～呉のみずを守り抜く～」という本市上下水道事業の基本理念を実現するため，経費節減の取組を推進する

とともに，老朽化した上下水道施設の更新や災害対策の強化などの取組を着実に行い，今後も安全で安心な上下水道サービスを安定的に提供できるよ

う全力を尽くしていくことを掲げています。 

呉市上下水道ビジョンを実行可能な経営計画とする上で，上下水道事業の財政状況は，料金収入が減少傾向にある一方で，施設の老朽化対策や危機

管理対策など，安全・安心な上下水道を維持していくための投資は必要不可欠であり，今後も厳しい経営環境が続くものと見込んでいます。これまで

も，業務執行体制の見直しや施設のダウンサイジング，官民連携など経費の削減に取り組み，今後も広島県水道広域連合企業団宮原浄水施設と呉市宮

原浄水施設の統合や吉浦低区配水池の最適化などにより経営の効率化に取り組んでいきますが，令和６年度から令和１５年度までの財政見通しにおい

て，上述の上下水道事業を取り巻く厳しい環境により，水道事業，下水道事業ともに計画初年度の令和６年度から純損失を計上し，令和６年度から令

和１０年度までの５年間で累積収支不足額が発生する見込みです。  

 今後も安定的に事業を運営していくためには，累積収支不足額を解消するとともに，一定の使用可能な資金残高の確保や老朽化した施設の更新工事

の財源の過度な企業債への依存を抑制することも必要となります。 

なお，老朽化した上下水道施設を着実に更新していくためには，国庫補助金を引き続き活用することが不可欠です。国庫補助金の財政支援を受ける

ための採択要件として，「経営戦略」（本市では呉市上下水道ビジョンが経営戦略に該当します。）の策定が必須であるとともに，水道事業では水道メ

ータ口径１３ミリメートルの１０立方メートル当たりの料金が全国平均以上であること，下水道事業では経費回収率の向上の取組及び実施時期を示す

必要がありますので，料金改定により，令和６年度以降も引き続き国庫補助金の採択要件を満たすことが必要です。 

このため，今回，次の料金改定素案による水道料金及び下水道使用料の額の改定（以下「料金改定」といいます。）が必要と考えています。 

 

２ 料金改定素案の内容 

(1) 料金改定の対象 

水道料金，下水道使用料（現在の集落排水使用料（令和６年４月１日から下水道使用料に変更）を含みます。） 

(2) 料金改定予定日 

令和６年４月１日 ※料金算定期間は，令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年間） 
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（百万円） ○使用可能な資金残高 ○水道料金

水道 公共下水道 水道 公共下水道

①収益的収入 26,894 34,913 〔参考〕令和５年度末見込 1,101 103

料金収入 22,866 19,223 ⑤令和10年度末見込（※） 1,033 △ 9 881 ＋ △ 33 ＋ 591

21,893 18,404 ⑥令和10年度末目標 1,000 400

一般会計繰入金 233 8,457

長期前受金戻入 1,397 6,352

その他 2,398 881 ※⑤は収益的収支の累積収支不足額解消後の金額

②収益的支出 27,775 35,650 ○企業債残高　 ○下水道使用料

人件費 3,045 1,534 水道 公共下水道

維持管理費 13,694 14,635 〔参考〕令和５年度末見込 17,328 35,429

10,084 16,803 ③令和10年度末見込 20,091 33,135 737 ＋ 409 ＋ 0

その他 952 2,678 ④令和10年度末目標 19,500 33,135

①－②累積収支不足額 △ 881 △ 737

増額すべき料金収入【A】 881 737

【D】は，令和６年度は料金改定が反映しない期間が2.5か月あるため，料金改定が反映される４年と9.5か月分の収入合計額としています。

区分 区分

区分

料金改定の目的 料金改定率

（百万円）

（百万円）

（百万円）

⑥－⑤目標との差額
△ 33 409

⇒増額すべき料金収入【B】

○収益的収支（R6～R10の５年間）

うち料金算定期間分【D】

【D】料金収入のうち料金算定期間分

【A＋B＋C】増額すべき料金収入

【D】料金収入のうち料金算定期間分

（百万円）

＝

21,893
＝ 6.6%

6.2%
18,404

【A＋B＋C】増額すべき料金収入

③－④目標との差額
591 0

⇒増額すべき料金収入【C】

減価償却費・資産減耗費

 

(3）料金改定率（水道料金：６．６パーセント，下水道使用料：６．２パーセント）  

料金改定率は，増額すべき料金収入の合計額（【Ａ＋Ｂ＋Ｃ】）を，料金収入のうち改定後の料金算定期間分（【Ｄ】）で除した率となります。 

この改定率は，呉市上下水道ビジョンに記載してある経費節減の取組を実施することによる料金抑制の効果を反映しています。 

   ※水道料金：戸坂取水場の廃止，配水池・ポンプ所の廃止及び規模縮小などにより，改定率を１５．４パーセント抑制 

※下水道使用料：管路屈曲部におけるマンホール設置の省略，機器更新時の機種選定の工夫などにより，改定率を３．２パーセント抑制 

 

○増額すべき料金収入の考え方 

ア 水道事業 

・収益的収支における令和６年度から令和１０年度までの累積収支不足額（８億８，１００万円）の解消に必要な額（【Ａ】） 

・令和１０年度末時点の使用可能な資金残高の目標額（１０億円）及び企業債残高の目標額（１９５億円）の達成に必要な額（【Ｂ】）（【Ｃ】） 

 ※令和１０年度末の使用可能な資金残高は，累積収支不足額を解消すれば目標額（１０億円）を僅かながら超えることとなります。   

イ 下水道事業（公共下水道事業及び集落排水事業） 

・公共下水道事業の収益的収支における令和６年度から令和１０年度までの累積収支不足額（７億３，７００万円）の解消に必要な額（【Ａ】） 

・公共下水道事業の令和１０年度末時点の使用可能な資金残高の目標額（４億円）の達成に必要な額（【Ｂ】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



3 

 

※下水道事業に対する一般会計からの繰入金のうち高資本費対策補助金（※１）については，本市は令和５年度から繰入れの条件（供用開始後３０年未満）

を満たさなくなったため，令和５年度は繰入れを行っていませんが，令和６年度から本市の独自施策として収益的収入に繰入れを行います。 

※本市の独自施策として行う繰入れについては，呉市上下水道ビジョン計画期間中の時限的な措置とします。 

（※１）高資本費対策補助金：減価償却費等の資本費が割高となっている事業について，資本費の一部に対して一定の基準に基づき繰り入れるもの 

 

３ 料金表の改正方針 

今回の料金改定では，全ての水量区画の料金を平均改定率の割合で増額するのではなく，基本水量制の廃止に係る激変緩和措置として平成２６年度

から継続してきた１か月当たり１０立方メートルまでの低額料金帯を一定程度引き上げるとともに，一方で，本市の上下水道料金は，１か月当たり２

０立方メートル使用時の料金が１０立方メートル使用時の料金の２倍を大きく上回っていることから，全体のバランスに配慮した改定とします。 

 

４ 今後の予定 

(1) 令和５年１２月定例会 

   呉市水道事業給水条例（昭和３５年呉市条例第１０号）及び呉市下水道条例（昭和３７年呉市条例第２４号）の一部改正（令和６年４月１日施行

予定）に係る議案（以下「料金改定議案」といいます。）の提出 

(2）市民への周知 

   料金改定議案を議決いただいた後，料金改定の内容について，市政だより，市・上下水道局ホームページ等で分かりやすく説明します。 

(3）呉市上下水道ビジョンへの反映 

   料金改定議案を議決いただいた後，呉市上下水道ビジョンに，料金改定の内容を反映します。 


